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塩
素
に
強
い
耐
腐
食
合
金

新
報
国
製
鉄
が
開
発

ご
み
焼
却
炉
向
け
本
格
投
入

6
社
経
常
減
益
見
通
し

6
社
経
常
減
益
見
通
し

鉄鋼主力
商社7社

通
期

上
期
落
ち
込
み
響
く

阪
和
興
業
は
黒
字
転
換

新
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
ア
デ
ィ

ト
ヤ
・
ミ
ッ
タ
ル
氏

Aミッタル

加
藤
副
社
長
が

代
表
取
締
役
に

阪
和
興
業

社
長
に
河
瀬
氏

岡
部

中
村
専
務
が

社
長
に
昇
格

駒
井
ハ
ル
テ
ッ
ク

あ
す
輸
出
入
札

関
西
鉄
源
連
合
会

特
殊
合
金
の
鋳
鍛
造
メ
ー
カ
ー
、
新
報
国
製
鉄
は
塩
素
に
強
い
耐
腐
食
合
金

「
Ｅ
Ｇ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
（
イ
グ
ニ
ス
）」を
開
発
し
、
本
格
的
に
市
場
投
入
す
る
。
既
存

の
耐
熱
鋼
を
用
い
て
も
部
材
が
極
端
に
摩
耗
す
る
、
ご
み
焼
却
炉
向
け
に
照
準

を
合
わ
せ
て
ア
ピ
ー
ル
を
強
化
す
る
。
国
内
に
は
1
0
0
0
基
程
度
の
ご
み
焼

却
施
設
が
あ
る
と
み
ら
れ
て
お
り
、
拡
販
を
進
め
る
こ
と
で
、
中
・
長
期
的
に

は
年
間
5
億
―
6
億
円
の
売
り
上
げ
を
目
指
す
。

ご
み
焼
却
炉
は
一
般
ご

み
、
産
業
廃
棄
物
を
効
率

良
く
焼
却
す
る
た
め
、
こ

れ
ら
が
燃
焼
す
る
ま
で
の

間
、
7
0
0
―
9
0
0
℃

に
熱
せ
ら
れ
る
火
格
子
に

乗
せ
て
乾
燥
さ
せ
る
。
ご

み
の
乾
燥
と
燃
焼
を
行
う

際
に
用
い
ら
れ
る
火
格
子

は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
耐
熱

鋼
（
Ｓ
Ｃ
Ｈ
2
、
Ｓ
Ｃ
Ｈ

13
、
Ｓ
Ｃ
Ｈ
22
）
を
素
材

に
製
造
さ
れ
る
が
、
塩
素

に
由
来
す
る
腐
食
が
著
し

く
、
処
理
環
境
な
ど
に
よ

っ
て
状
況
が
異
な
る
も
の

の
、
取
り
付
け
後
半
年
程

度
で
摩
耗
や
割
れ
が
生
じ

る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
、
平

均
的
に
は
1
―
2
年
で
取

り
替
え
る
必
要
が
生
じ
て

い
る
。

同
社
は
腐
食
し
た
火
格

子
の
表
面
に
付
着
し
て
い

た
燃
焼
生
成
物
を
分
析
し

た
結
果
、
付
着
物
は
溶
融

塩
の
代
表
的
な
化
合
物
で

あ
る
こ
と
が
判
明
。
溶
融

塩
は
ク
ロ
ム
な
ど
で
形
成

し
て
い
る
耐
熱
鋼
表
面
の

保
護
ス
ケ
ー
ル
を
破
壊
す

る
た
め
、
腐
食
ス
ピ
ー
ド

が
加
速
す
る
特
徴
が
あ

る
。「

Ｅ
Ｇ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
」
は
当

初
、
塩
素
ガ
ス
腐
食
を
防

ぐ
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

用
部
品
と
し
て
開
発
。
ク

ロ
ム
や
ニ
ッ
ケ
ル
、
モ
リ

ブ
デ
ン
ほ
か
、
一
部
元
素

の
添
加
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
で
、
合
金
鋼

含
有
量
30
％
弱
―
70
％
弱

（
こ
の
う
ち
、
ク
ロ
ム
含

有
量
は
15
―
30
％
）
の
5

タ
イ
プ
を
ラ

イ
ン
ア
ッ

プ
。
溶
融
塩

腐
食
に
有
効

に
働
く
こ
と

を
実
証
す
る

た
め
、
ラ
ボ

試
験
に
加
え

て
、
埼
玉
県

内
の
焼
却
炉

で
7
カ
月
の

実
機
試
験
を

行
い
、
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
の
耐

熱
鋼
に
比
べ
て
3
―
4
倍

の
長
寿
命
化
を
実
現
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。「
Ｅ
Ｇ

Ｎ
Ｉ
Ｓ
」
を
火
格
子
に
採

用
し
た
場
合
に
は
取
り
替

え
頻
度
の
抑
制
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
低
減
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。「
Ｅ
Ｇ

Ｎ
Ｉ
Ｓ
」
は
2
0
1
9
年

8
月
に
特
許
出
願
済
み
。

新
報
国
製
鉄
は
同
社
の

研
究
ス
タ
ッ
フ
が
焼
却
炉

を
視
察
し
て
状
況
を
確
認

す
る
と
同
時
に
、
腐
食
が

進
行
し
て
い
る
火
格
子
を

分
析
。
ご
み
処
理
施
設
の

使
用
環
境
や
損
傷
状
況
に

合
わ
せ
て
、
需
要
家
に
最

適
材
料
提
案
や
火
格
子
の

形
状
提
案
も
推
進
す
る
。

同
社
は「
Ｅ
Ｇ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
」

に
つ
い
て
、
ご
み
焼
却
炉

火
格
子
と
と
も
に
、
厳
し

い
腐
食
環
境
下
に
あ
る
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
ボ
イ
ラ
部

品
で
も
実
機
で
品
質
な
ど

を
確
認
・
評
価
し
て
お
り
、

従
来
材
（
Ｓ
Ｃ
Ｈ
22
）
に

比
べ
て
3
―
5
倍
の
長
寿

命
化
を
確
認
し
て
い
る
。

成
瀬
正
社
長
は
、「
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
設
備
、
ご
み

焼
却
施
設
は
摩
耗
と
腐
食

が
激
し
く
、
こ
れ
が
進
め

ば
稼
働
率
低
下
に
つ
な
が

る
た
め
、
当
社
製
品
に
対

す
る
問
い
合
わ
せ
が
増
え

て
お
り
、
他
分
野
を
含
め

て
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
み
て

い
る
」と
期
待
し
て
い
る
。

鉄
鋼
主
力
商
社
7
社
の
2
0
2
0
年
4
―
12
月

期
連
結
決
算
が
12
日
出
そ
ろ
っ
た
が
、
阪
和
興
業

を
除
く
6
社
が
経
常
減
益
と
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
世
界
経
済
へ
の
影
響

が
続
く
中
、
下
期
は
自
動
車
分
野
な
ど
の
需
要
が

回
復
し
、
鋼
材
価
格
も
上
昇
に
転
じ
、
総
じ
て
収

益
は
改
善
し
て
い
る
が
、
上
期
の
落
ち
込
み
が
響

き
、
通
期
は
6
社
が
減
益
と
な
る
見
通
し
。
阪
和

興
業
は
2
3
0
億
円
の
通
期
経
常
利
益
を
見
込
ん

で
お
り
、
黒
字
転
換
す
る
。

阪
和
興
業
が
12
日
発
表

し
た
4
―
12
月
期
の
連
結

経
常
利
益
は
前
年
同
期
比

23
％
増
の
1
7
9
億
円
だ

っ
た
。
セ
グ
メ
ン
ト
別
利

益
は
鉄
鋼
1
1
2
億
円

（
前
年
同
期
1
1
2
億

円
）、プ
ラ
イ
マ
リ
ー
原
料

32
億
円
（
0
）、リ
サ
イ
ク

ル
原
料
3
億
円
（
15
億

円
）、食
品
17
億
円
（
8
億

円
）、エ
ネ
ル
ギ
ー
・
生
活

資
材
43
億
円
（
28
億
円
）、

海
外
販
売
子
会
社
9
億
円

（
4
億
円
）。鉄
鋼
は
建
築

土
木
分
野
で
の
工
事
の
進

展
に
加
え
、
製
造
業
の
生

産
活
動
も
持
ち
直
し
た
も

の
の
、
鋼
材
需
要
の
減
少

に
よ
り
取
扱
量
が
減
少

し
、
海
外
通
貨
安
に
よ
る

為
替
差
損
も
発
生
し
、
減

収
小
幅
減
益
と
な
っ
た
。

20
年
3
月
期
は
南
ア
・
サ

マ
ン
コ
ー
ル
関
連
で
3
4

9
億
円
の
持
分
法
投
資
損

失
を
計
上
し
、
1
2
5
億

円
の
経
常
赤
字
だ
っ
た

が
、
実
力
ベ
ー
ス
で
は
19

年
3
月
期
並
み
の
2
3
0

億
円
の
黒
字
を
維
持
し
て

い
た
。

日
鉄
物
産
は
4
―
12
月

期
の
連
結
経
常
利
益
が
前

年
同
期
比
36
％
減
の
1
7

3
億
円
で
、
う
ち
鉄
鋼
は

28
%
減
の
1
3
3
億
円
だ

っ
た
。
鉄
鋼
の
連
結
鋼
材

取
扱
量
は
1
2
3
5
万
㌧

（
前
年
同
期
1
5
1
7
万

㌧
）、単
体
鋼
材
販
売
単
価

は
ト
ン
8
万
8
9
0
0
円

（
9
万
1
9
0
0
円
）。通

期
連
結
経
常
利
益
予
想
は

前
回
の
2
4
0
億
円
（
前

期
3
3
2
億
円
）
を
据
え

置
き
、
う
ち
鉄
鋼
は
1
8

2
億
円
（
2
2
2
億
円
）

の
見
込
み
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
は
連
結
セ

グ
メ
ン
ト
利
益
が
35
％
減

の
1
3
7
億
円
だ
っ
た
。

下
期
に
入
り
国
内
外
で
需

要
が
回
復
し
て
い
る
と

し
、
通
期
見
通
し
を
前
回

の
1
3
0
億
円
か
ら
1
7

0
億
円
（
前
期
2
7
0
億

円
）
に
上
方
修
正
し
た
。

「
国
内
は
、
自
動
車
向
け

を
は
じ
め
と
し
て
全
体
の

活
動
水
準
は
上
期
を
上
回

る
。
海
外
は
、
中
国
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
自
動
車
関
連

な
ど
の
需
要
が
回
復
し
て

お
り
、
北
米
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
分
野
の
不
透
明
感
が
残

る
も
の
の
、
建
材
分
野
は

好
調
を
維
持
す
る
」
と
み

て
い
る
。

岡
谷
鋼
機
は
3
―
11
月

期
の
連
結
経
常
利
益
が
24

％
減
の
1
3
3
億
円
だ
っ

た
。
21
年
2
月
期
通
期
予

想
は
1
6
0
億
円
（
前
期

2
3
0
億
円
）
で
据
え
置

い
た
。

神
鋼
商
事
は
連
結
経
常

利
益
が
56
％
減
の
23
億

円
。
鉄
鋼
が
90
％
減
の
2

億
円
、
鉄
鋼
原
料
は
66
％

減
の
1
億
円
。
通
期
経
常

利
益
予
想
は
27
億
円
（
前

期
39
億
円
）
で
据
え
置
い

た
。佐

藤
商
事
は
4
―
12
月

期
の
連
結
経
常
利
益
が
24

％
減
の
21
億
円
。
商
用
車

や
建
産
機
業
界
の
生
産
回

復
が
堅
調
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
受
け
て
、
通
期
予
想

を
7
億
円
増
の
26
億
円

（
前
期
38
億
円
）
に
上
方

修
正
し
た
。

カ
ノ
ー
ク
ス
は
連
結
経

常
利
益
が
59
％
減
の
5
億

円
で
、
通
期
予
想
は
7
億

円
（
前
期
16
億
円
）
で
据

え
置
い
た
。

欧
鉄
鋼
大
手
の
ア
ル
セ

ロ
ー
ル
・
ミ
ッ
タ
ル
は
11

日
、
新
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
ア
デ
ィ

ト
ヤ
・
ミ
ッ
タ
ル
社
長
兼

Ｃ
Ｆ
Ｏ
が
就
く
ト
ッ
プ
人

事
を
発
表
し
た
。
ラ
ク
シ

ュ
ミ
・
ミ
ッ
タ
ル
会
長
兼

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
会
長
執
行
役
員

に
就
き
、
取
締
役
会
を
主

導
す
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｅ

Ｏ
以
下
執
行
役
員
陣
と
と

も
に
業
務
執
行
に
当
た

る
。ミ

ッ
タ
ル
会
長
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
1
9
7
6
年

に
圧
延
工
場
を
新
設
し

た
。
世
界
各
地
の
高
炉
メ

ー
カ
ー
な
ど
買
収
を
繰
り

返
し
、
06
年
に
は
ア
ル
セ

ロ
ー
ル
を
買
収
し
て
世
界

最
大
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
を

形
成
し
た
。

会
長
の
長
男
の
ミ
ッ
タ

ル
新
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
ク
レ
デ
ィ

・
ス
イ
ス
の
投
資
銀
行
部

門
を
経
て
、
97
年
に
ミ
ッ

タ
ル
氏
が
率
い
て
い
た
旧

イ
ス
パ
ッ
ト
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
参
加
。
買

収
戦
略
を
担
い
、
規
模
拡

大
路
線
を
進
め
た
。
18
年

に
社
長
に
就
い
た
。

阪
和
興
業
は
12
日
、
加

藤
恭
道
取
締
役
副
社
長
執

行
役
員
（
65
）
が
代
表
取

締
役
副
社
長
執
行
役
員
に

4
月
1
日
付
で
就
任
す
る

と
発
表

し
た
。

「
経
営

体
制
の

一
層
の

充
実
と

強
化
を
図
る
た
め
」（
同

社
）。

文
芸
春
秋
発
行
の
ス
ポ
ー
ツ
雑
誌

「
ナ
ン
バ
ー
」
の
2
月
18
日
号
特
集
は

「
日
本
ラ
グ
ビ
ー
主
将
に
学
べ
」。書
店

で
思
わ
ず
手
に
取
り
購
入
し
た
。
副
題

は
危
機
に
打
ち
勝
つ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
。
フ
ィ
ー
ル
ド
の
選
手
15
人
に
、
控

え
選
手
合
計
23
人
を
ど
う
ま
と
め
勝
利
に
導
く

か
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
で
も
通
じ
る
と
思
っ
た
▼
早

大
で
主
将
を
務
め
、
後
に
監
督
と
し
て
大
学
選
手

権
2
連
覇
に
導
い
た
中
竹
竜
二
氏
（
日
本
ラ
グ
ビ

ー
協
会
理
事
）
の
分
析
に
よ
る
と
、
時
代
が
反
映

さ
れ
る
日
本
代
表
の
リ
ー
ダ
ー
像
と
し
て
「
オ
ー

セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」を
挙
げ
る
。

自
分
ら
し
さ
を
体
現
し
な
が
ら
弱
さ
も
見
せ
ら
れ

る
リ
ー
ダ
ー
。
心
理
学
用
語
で
は
バ
ル
ネ
ラ
ビ
リ

テ
ィ（
脆
弱
性
）を
持
っ
た
リ
ー
ダ
ー
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
▼
組
織
の
中
で
失
敗
や
弱
さ
な
ど
あ
り

の
ま
ま
を
見
せ
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
が
い
れ
ば
、
周

囲
は
格
好
つ
け
ず
に
本
音
で
い
ら
れ
る
。
全
員
が

自
分
ら
し
く
振
る
舞
う
こ
と
で
、
お
の
ず
と
チ
ー

ム
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
上
が
る
と
説
く
▼
同
じ

仕
事
を
こ
な
し
目
標
に
向
か
っ
て
進
む
同
志
に
対

し
、上
司
だ
か
ら
と
一
線
を
引
き
、上
か
ら
目
線
で

モ
ノ
を
言
っ
て
は
仲
間
は
つ
い
て
こ
な
い
時
代
。

共
創
の
精
神
で
チ
ー
ム
を
動
か
し
て
い
き
た
い
。

岡
部
は
12
日
、
河
瀬
博

英
取
締
役
上
席
執
行
役
員

本
社
営
業
部
統
括
部
長

（
55
）
が
3
月
26
日
付
で

新
社
長
執
行
役
員
に
昇
格

す
る
と
発
表
し
た
。
廣
渡

眞
社
長
執
行
役
員
（
64
）

は
会
長
執
行
役
員
に
就

く
。▽

河
瀬
博
英
（
か
わ
せ

・
ひ
ろ
ひ
で
）
氏
＝
1
9

8
8
年

北
海
道

工
業
大

（
現
北

海
道
科

学
大
）
卒
、
岡
部
入
社
、

2
0
1
8
年
執
行
役
員
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
室
長
、
19

年
取
締
役
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
室
長
、
20
年
取
締
役
上

席
執
行
役
員
本
社
営
業
部

統
括
部
長
。
65
年
11
月
26

日
生
ま
れ
、北
海
道
出
身
。

駒
井
ハ
ル
テ
ッ
ク
は
12

日
、
4
月
1
日
付
で
中
村

貴
任
代
表
取
締
役
専
務
兼

専
務
執
行
役
員
（
61
）
が

社
長
に
昇
格
す
る
と
発
表

し
た
。
田
中
進
社
長(

67)

は
同
日
付
で
代
表
取
締
役

会
長
に
就
く
。
企
業
の
持

続
的
成
長
に
向
け
て
経
営

ト
ッ
プ
の
若
返
り
を
図

る
。
同
日
開
催
の
取
締
役

会
で
決
議
し
た
。

▽
中
村
貴
任
（
な
か
む

ら
・
た
か
ひ
で
）
氏
＝
1

9
8
3
年
大
阪
市
立
大
商

学
卒
、
駒
井
鉄
工
所
（
現

駒
井
ハ
ル
テ
ッ
ク
）入
社
。

09
年
執
行
役
員
、
14
年
取

締
役
、

16
年
常

務
取
締

役
、
18

年
専
務

取
締
役
、
20
年
代
表
取
締

役
専
務
兼
専
務
執
行
役

員
。
60
年
1
月
11
日
生
ま

れ
、
和
歌
山
県
出
身
。

関
西
鉄
源
連
合
会
（
会

長
＝
黒
川
友
二
・
扶
和
メ

タ
ル
会
長
）は
あ
す
16
日
、

第
99
回
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
共

同
輸
出
入
札
を
実
施
す

る
。
落
札
予
定
数
量
は
5

0
0
0
㌧
（
大
阪
湾
岸
Ｆ

Ａ
Ｓ
、
Ｈ
2
グ
レ
ー
ド
中

心
）
で
、
船
積
み
期
限
は

今
月
19
日
か
ら
3
月
末
ま

で
。1

月
19
日
に
実
施
し
た

前
回
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
共

同
輸
出
入
札
は
、
希
望
成

約
価
格
に
達
し
な
か
っ
た

た
め
流
札
と
な
っ
た
。

きょうの紙面

国内製錬8社
5社が通期上方修正

大阪電炉粗鋼5000㌧超増
商社・流通などによると、2
月の大阪地区電炉メーカーの
粗鋼生産は8社8工場で26万
㌧台半ばになる見通しとなっ
た。前月比、前年同月比とも
5000㌧以上増える見込み。

紅久商店、社名を「紅久」
に変更

ステンレススチールワー
ルドジャパンあす開幕

マーケット情報
三菱UFJ銀行

�
�
�

現地11日セツル、ドル

12日、円
�
�
�
�

〈7面に主要企業株価欄〉
12日調べ、円

�
�

関東地区、円
35,500�―36,500�

現地11日

中心限月、現地11日、ドル

中心限月、現地10日、元
�
�

現地10日、ドル
�

12面 非鉄ニュース

2面 鉄鋼ニュース

3面 鉄鋼ニュース

4面 特集

105．74
128．49
16．61

8292．0
2075．5
18599．0
2726．0

42.86
1,488.0
1,088
655

36,500
38,300

1313

58．24

4386
4593

162．41
中国輸入鉄鉱石湾岸価格

東証終値

鉄スクラップ総合価格

鉄スクラップ湾岸価格

バルチック海運指数

12日10時
ドル
ユーロ
人民元

H2
新断バラ

異形棒鋼
熱延鋼板

（CISA調べ）

銅
アルミ
ニッケル
亜鉛

WTI原油先物

29,520.07
日本製鉄
JFEHD
神戸製鋼

LME相場

中国先物市場

外為TTS

H2

鉄鋼主力商社7社の2020年4―12月期連結業績
（単位：100万円、中段は前年同期、下段は今期見通し）

売上高 う ち
鉄鋼事業 経常利益 純利益

日鉄物産
1,496,522 1,267,582 17,318 10,222
1,881,746 1,604,306 26,925 17,902
2,100,000 1,780,000 24,000 13,000

阪和興業
1,244,969 652,217 17,930 12,271
1,423,294 740,634 14,544 9,929
1,700,000 ― 23,000 15,500

JFE商事
（国際会計基準）

676,600 ― 13,700 ―
829,300 ― 21,200 ―
940,000 ― 17,000 ―

岡谷鋼機
557,888 227,349 13,324 9,184
665,064 263,485 17,590 12,330
770,000 ― 16,000 10,000

神鋼商事
553,162 189,021 2,354 1,476
716,327 245,041 5,368 3,122
750,000 ― 2,700 800

佐藤商事
123,973 79,104 2,112 1,887
151,928 99,064 2,764 1,924
170,000 ― 2,600 2,200

カノークス
76,730 76,730 521 325
93,598 93,598 1,257 858
105,752 105,752 777 456

（注：ＪＦＥ商事の売上高は売上収益、経常利益はセグメ
ント利益。岡谷鋼機は20年3－11月期連結業績）

「EGNIS」シリーズはJIS材に比べ
て、腐食減耗量が少ない

2021.2.15

「EGNIS340」㊧と「SCH22」の腐食比較
（使用期間＝1年間、使用温度＝500―600℃）

ラクシュミ・
ミッタル氏

加
藤
氏

アディトヤ・
ミッタル氏

https : //www.japanmetal.com/


